
資料７  ごみ･リサイクルに関する取組みの歩み（世田谷区を中心として） 
 

年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
明治33 
(1900) 

 4月/ごみ収集が東京市の
事務となる 

3月/汚物掃除法公布 
(4月施行) 

大正10 
(1921) 

 10月/市営くみ取り開始 
 (その後順次拡大) 

 

昭和 6 
(1931) 

 6月/東京市､厨芥と雑芥の
分別収集開始 

 

昭和7 
(1932) 

10月/世田谷区成立(東京市
に編入) 

  

昭和8 
(1933) 

 3月/東京市､堆肥化施設設
置 

 

昭和9 
(1934) 

 2月/東京市､市営ごみ収集
を全市に拡大 
7月/東京市､養豚事業開始 
11月/東京市、汲取券制度
実施 

 

昭和16 
(1941) 

 5月/東京市､｢塵芥減量運
動｣を提唱 
7月/東京市､紙屑､廃品､燃
料､厨芥､細塵土砂､灰塵
の6分別収集開始 

 

昭和18 
(1943) 

 7月/東京都成立(府･市合
併) (戦時体制に入るに
つれ混合収集となり､終
戦前後は収集は行われ
ず) 

 

昭和21 
(1946) 

 4月/都､ごみ収集作業を再
開 

 

昭和22 
(1947) 

 4月/都､厨芥と雑芥の分別
収集を再開 

 

昭和29 
(1954) 

7月/都､世田谷清掃事務所
設置(従前は清掃本部世田
谷出張所) 
 

4月/動物死体収集開始 
6月/都清掃条例制定(7月
施行) 
7月/廃棄物処理手数料を
初めて設定(収集1円/kg､
持込0.3円/kg)一時排出2
00kg以上徴収 

4月/清掃法公布 
 (7月施行) 

昭和30 
(1955) 

8月/都､千歳塵芥焼却所(初
代)を開設 

7月/都､｢カとハエをなく
す運動｣を開始 
10月/都､｢ごみ減量･利用
運動｣を開始 

 

昭和31 
(1956) 

8月/世田谷地域清掃協力会
設立 

12月/都､清掃局設置(清掃
本部を改組) 

 

昭和36 
(1961) 

5月/都､千歳清掃事業所を
設置 

5月/都､ごみ収集作業の機
械化完了 

 

昭和39 
(1964) 

 9月/都､厨芥と雑芥の分別
収集を混合収集に変更､
据付式街頭ごみ箱を廃
止､容器による定時収集
制を全面実施 

 

昭和40 
(1965) 

4月/都､玉川清掃事務所設
置 
12月/玉川清掃協力会設立 

7月/夢の島埋立処分場に
ハエが大量発生 

 

昭和41 
(1966) 

 3月/都､堆肥化施設を廃止  

昭和44 
(1969) 

3月/世田谷清掃工場竣工､
初の発電開始 

4月/都､し尿くみ取り手数
料廃止(無料化) 
10月/都､粗大ごみ収集を
開始 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
昭和45 
(1970) 

10月/都､砧清掃事務所設置  12月/｢廃棄物の処理
及び清掃に関する法
律｣制定(旧･清掃法
を全面改正 昭和46
年9月施行) 

昭和46 
(1971) 

3月/千歳清掃工場竣工(2代
目) 
9月/砧清掃協力会設立 

9月/都知事｢ごみ戦争｣を
宣言 

 

昭和49 
(1974) 

9月/世田谷･千歳清掃工場
操業協定締結 

2月/都清掃審議会､｢適正
処理困難物の指定につい
て｣答申 
6月/都､不燃･焼却不適ご
みの分別収集を全区で実
施 

 

昭和50 
(1975) 

9月/資源再利用促進実施要
綱制定 

  

昭和51 
(1976) 

11月/第1回生活展開催､家
具の無料頒布市開始 

7月/都清掃審議会､｢ごみ
量の変化に伴う清掃施設
整備の基本的考え方につ
いて｣答申 

 

昭和59 
(1984) 

10月/北沢地域清掃協力会
設立 

3月/都､再利用運動実施要
綱制定 

 

昭和60 
(1985) 

 3月/都､コンポストセンタ
ーを開設 

 

昭和61 
(1986) 

 12月/不燃ごみ処理センタ
ー(現･中防第1プラント)
竣工 

 

昭和62 
(1987) 

3月/都､希望丘中継所を開設   

平成元 
(1989) 

3月/世田谷清掃工場の煙突
改築･公害防止 設備改修 
3月/世田谷区消費経済対策
委員会､｢世田谷区におけ
る資源リサイクル事業の
あり方について｣答申 
9月/第1回｢せたがやリサイ
クルフェア｣開催 

4月/資源再利用活動団体
支援事業都移管 

 

平成2 
(1990) 

12月/本庁舎でオフィス古
紙の分別回収実施 

4月/都清掃審議会､｢廃棄
物処理手数料制度の今後
の基本的あり方につい
て｣答申 
11月/都清掃審議会､｢清掃
事業の今後のあり方につ
いて｣(ごみの抑制方策､
清掃諸施設の整備につい
て)答申 

 

平成3 
(1991) 

3月/リサイクルに関する意
識調査実施 
4月/リサイクル推進課発足 
4月/空き缶プレス車派遣事
業開始 
6月/発泡トレー･紙パック
回収開始 
6月/コンポストモニター試
行開始 
9月/リサイクル推進区民会
議発足 

7月/200kg（粗大ごみ手数
料）控除制度廃止、収集1
02品目決定 
10月/都､大規模建築物に
おける事業系廃棄物に関
する指導要綱施行 
10月/23区､｢ごみの減量･
リサイクル推進宣言｣ 
10月/都､｢ごみ減量化行動
計画｣策定 

4月/再生資源の利用
の促進に関する法律
(リサイクル法)制定
(10月施行) 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
平成4 
(1992) 

 

3月/資源分別回収モデル事業
開始 
4月/｢みどりのリサイクル｣事
業開始 
6月/区立小学校への生ごみ処
理機導入開始(平成12年度末
までに自校方式全校に導入) 
7月/資源再利用活動団体支援
事業を都から区に再移管 
12月/資源再利用活動団体へ
のスチール缶回収車派遣開
始 

2月/都区協議会､リサイクル
事業に係る都区の役割分担
を決定(都は事業系､区は家
庭系を中心に推進) 
6月/都､｢廃棄物の処理及び再
利用に関する条例｣制定(旧･
清掃条例を全面改正､平成5
年4月施行) 
10月/都､資源ごみ収集を品
川･足立区で開始 
 
 

 

平成5 
(1993) 

 

4月/烏山清掃協力会設立 
7月/公共施設拠点回収開始
(紙パック･飲料缶･水銀含有
乾電池) 
7月/コンポスト化容器斡旋制
度開始 
 

5月/都区リサイクル推進協議
会発足 
10月/都､半透明ごみ袋による
排出ルール実施 
11月/都区リサイクル推進協
議会､｢リサイクル推進計画｣
(平成5～6年度)を策定 

11月/環境基本法
制定 
 

平成6 
(1994) 

4月/大蔵リサイクル施設開設 
4月/｢ふるさとぼかし｣(発酵
促進剤)斡旋開始 
4月/資源分別回収品目にガラ
スびんを追加 
5月/第1回｢せたがや環境まつ
り｣開催 
7月/世田谷ロール･世田谷テ
ィッシュ販売開始 
9月/環境基本条例制定 
11月/都､砧リサイクルセンタ
ー開設 

3月/都､コンポストセンター
を廃止 
9月/都区協議会､｢都区制度改
革に関するまとめ(協議案)｣
決定 
11月/都区リサイクル推進協
議会が｢第2次リサイクル推
進計画｣(平成7～9年度)策定 
12月/都清掃審議会､｢清掃事
業の今後のあり方について｣
(ごみ減量化の方策､廃棄物
処理手数料について)答申 

12月/環境基本計
画策定 

平成7 
(1995) 

11月/リサイクル条例制定 
11月/廃食用油拠点回収開始 

 6月/容器包装リサ
イクル法制定 

平成8 
(1996) 

3月/環境基本計画策定 
3月/千歳清掃工場竣工(3代
目) 
4月/オフィス古紙リサイクル
システム開始 
 

7月/事業系ごみの全面有料化
試行実施、事業系有料ごみ処
理券（シール）の試行配布 
8月/ごみ減量のための｢東京
ルール｣を考える懇談会 最
終まとめ 
11月/都､粗大ごみ受付センタ
ー開設 
12月/都､事業系ごみの全面有
料化実施 

 
 

平成9 
(1997) 

 

2月/環境行動指針策定 
2月/リサイクル推進計画策定 
6月/全課･事業所に環境マネ
ージャー設置 
9月/生ごみ熟成堆肥の｢都市
農地還元モデル実験｣実施 

1月/江戸川清掃工場の稼働に
より可燃ごみ全量焼却達成 
4月/都､ペットボトル店頭回収
(東京ルールⅢ)開始 
6月/都清掃審議会､｢清掃事業
の今後のあり方について｣
(新たな廃棄物処理及びごみ
減量 ･リサイクルの施策に
ついて)答申 
11月/都区リサイクル推進協
議会｢第3次リサイクル推進
計画｣(平成10～11年度)を策
定 
12月/都一般廃棄物処理基本
計画｢東京スリムプラン21｣
策定 
12月/都清掃審議会､ ｢廃棄物
処理手数料について｣答申 

4月/容器包装リサ
イクル法部分施
行 
12月/地球温暖化
防止京都会議開
催 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
平成10 
(1998) 

3月/地球温暖化防止リサイク
ルプラン策定 
7月/三軒茶屋リサイクル情報
コーナー開設 
9月/喜多見資源化センター開設 
11月/ダイオキシン問題等に係
る取組方針策定 

7月/事業系し尿等（ビルピッ
ト、仮設トイレ）の全面有
料化 
9月/八丈島デポジット事業
試行開始 
10月/都､粗大ごみ処理手数
料有料シール方式導入 
10月/特別区長会､移管後の
清掃事業の運営形態を決定 

5月/地方自治法改正
(12年4月施行) 
6月/家電リサイクル
法制定(平成13年4
月施行) 
10月/地球温暖化対
策推進法制定(平成
11年4月施行) 

平成11 
(1999) 

3月/環境配慮ガイドライン(グ
リーン購入編)策定 
4月/ペットボトル拠点回収開始  
6月/家庭用生ごみ処理機購入
費補助事業開始 
6月/分別収集計画策定 
9月/学校給食等残さい堆肥化
事業開始 
11月/都､下北沢駅南口周辺地
域におけるごみ早朝収集実施 
12月/清掃･リサイクル条例制定 

3月/都区協議会､清掃事業移
管後の｢都区の役割分担｣を
決定 
7月/23区長､東京二十三区清
掃一部事務組合設立に当た
っての覚書締結 

7月/ダイオキシン類 
対策特別措置法制
定(平成12年1月施
行) 

平成12 
(2000) 

2月/都､世田谷区内全域で東京
ルールＩを実施 
2月/ごみ集積所での資源分別
回収全区展開 
3月/事業系リサイクルシステム
開始(品目にガラスびん･缶追
加) 
3月/環境基本計画見直し 
3月/一般廃棄物処理基本計画 
｢ごみゼロプラン2000｣策定 
3月/世田谷区清掃・リサイクル
条例施行規則制定 
4月/清掃事業区移管 
5月/清掃･リサイクル審議会発
足 
6月/｢コンポスト堆肥化マニュ
アル｣策定 
7月/｢ごみ減量･再利用促進計
画｣策定 
10月/古着･古布回収のモデル
実験 

2月/都､23区内で清掃事業移
管に伴うテストラン開始 
3月/都､世田谷清掃工場建設
方針(建替え)策定 
3月/都区協議会､｢都区制度
改革実施大綱｣を決定 
4月/都廃棄物条例施行 
4月/都環境局設置(環境保全
局･清掃局統合) 
4月/東京二十三区清掃一部
事務組合設置 
(以下｢清掃一組｣という) 
4月/清掃一組協議会設置 
4月/清掃一組一般廃棄物処
理基本計画策定 
 
 

5月/グリーン購入法
 制定(平成13年4月
施行) 
6月/循環型社会形成
推進基本法制定･施
行 
6月/資源有効利用促
進法制定(平成13年
4月施行) 
6月/食品リサイクル
法制定(平成13年5
月施行) 

平成13 
(2001) 
 
 
 
 

1月/高齢者等訪問収集モデル
実施 
3月/区内の清掃協力会解散 
3月/清掃・リサイクル条例一部
改正（第2条、11条、17条、35
条、39条の2） 
4月/リサイクル千歳台開設 
5月/清掃･リサイクル審議会､
｢ごみの早朝･ 夜間収集のあ
り方について｣答申 
9月/商店街等ごみ減量･リサイ
クル活動支援事業開始(サン
セット事業) 
11月/ごみ減量･リサイクルイ
ベント『創ろう循環型社会新
世紀』開催 
11月/世田谷区､ＩＳＯ14001認
証取得 

2月/清掃一組､世田谷清掃工
場基本計画(建替え)策定 
9月/清掃一組､世田谷清掃工
場基本計画の一部変更(工
期延長) 
 

4月/家電リサイクル
法施行 
4月/ダイオキシン類
ばく露防止対策要
綱制定(6月施行) 
5月/「廃棄物の減量
その他その適正な
処理に関する施策
の総合的かつ計画
的な推進を図るた
めの基本的な方針」
公表 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
平成14 
(2002) 
 

2月/浄化槽清掃業者と災害時
におけるし尿収集協力協定を
締結 
2月/ごみ減量･リサイクル推進
委員会、全27出張所地区で設
立 
3月/東京農大式生ごみ肥料化
プロジェクトに参画 
3月/大規模集合住宅家庭生ご
み減量モデル事業開始 
3月/ごみ減量･リサイクルハン
ドブック発行､全戸配布 
4月/世田谷区粗大ごみ受付セ
ンター開設､インターネット
受付開始 
4月/集合住宅等建設時の廃棄
物に関する事前協議対象拡大 
4月/高齢者等訪問収集事業本
格実施 
4月/ごみの早朝収集を三軒茶
屋駅周辺地区に拡大 
5月/小学校におけるペットボ
トル回収のモデル実施 
6月/リサイクル千歳台運営改
善(粕谷リサイクル工房開設) 
6月/分別収集計画策定 
11･12月/容器包装プラスチッ
ク回収実験 

1月/都廃棄物処理計画策定 
3月/清掃一組､一般廃棄物処
理基本計画見直し検討会報
告 
9月/世田谷清掃工場休止（建
替えのため） 
 

5月/建設リサイク
ル法施行 
7月/自動車リサイ
クル法制定(平成1
0月一部施行、平成
17年1月全面施行) 

平成15 
(2003) 

2月/商店街等ごみ減量･リサイ
クル活動支援事業で桜新町商
店街に生ごみ処理機設置 
3月/清掃･リサイクル審議会､
｢生ごみの減量・リサイクルの
方策について｣答申 
3月/生ごみ減量･リサイクルハ
ンドブック発行 
6月/清掃・リサイクル条例第11
条改正 
10月/清掃・リサイクル条例第3
9条の3追加 
10月/家庭用パソコンリサイク
ル開始 
10月/容器包装プラスチック回
収実験 
12月/清掃･リサイクル条例改
正(資源持ち去りを禁止) 

8月/清掃一組、工場施設整備
計画変更（新宿、中野、荒川
の清掃工場の建設中止） 
11月/区長会、「特別区におけ
る安定的な中間処理のあり
方」(当分の間、清掃一組に
よる中間処理継続)の方針
確認 

3月/循環型社会形成
推進基本計画公表 

平成16 
(2004) 

 

3月/大規模集合住宅家庭生ご
み減量モデル事業補助金交付 
8月/家庭ごみ夜間収集実験 
12月/清掃･リサイクル審議会､
｢世田谷区における循環型社
会形成実現に向けて｣答申 

5月/東京都廃棄物審議 
「廃プラスチックの発生抑
制・リサイクルの促進につ
いて」答申 
10月/世田谷清掃工場建設工
事着工 

 

平成17 
(2005) 

3月/環境基本計画改定 
3月/一般廃棄物処理基本計画
改定 

 1月/自動車リサイク
ル法全面施行 
4月/循環型社会形成
推進交付金創設 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
平成17 
(2005) 
（続） 

6月/分別収集計画（平成18～22
年度）策定 
12月/清掃･リサイクル条例改
正（一般廃棄物処理業の許可
及び浄化槽清掃業の許可事
務） 

 
 
 
 
 
 
 

5月/「廃棄物の減
量その他その適
正な処理に関す
る施策の総合的
かつ計画的な推
進を図るための
基本的な方針」改
正 

平成18 
(2006) 

3月/粗大ごみの区民持ち込み
試行 
4月/一般廃棄物処理業の許可
及び浄化槽清掃業の許可事務
を世田谷区許可に移行(平成1
7年度までは23区許可) 
4月/「地区回収」方式による区
民主体の資源回収実施 

5月/エコプラザ用賀開設 
12月/清掃・リサイクル審議会、
｢今後のごみ・資源の収集形態
のあり方について｣答申 

1月/清掃一組、経営計画策定 
1月/清掃一組、一般廃棄物処
理基本計画改定 
1月/清掃一組、経営改革プラ
ン策定 
7月/廃プラスチック等のサー
マルリサイクルのモデル収
集を品川区で開始(その後他
区に拡大) 
 

4月/環境基本計画
改定 
6月/容器包装リサ
イクル法一部改
正 (平成 1 8年 1 2
月、平成19年4月、 
平成 2 0年 4月施
行) 

平成19 
(2007) 

4月/白色発泡トレイの拠点回
収開始 
6月/分別収集計画（平成20～24
年度）策定 
7月/分別区分変更モデル地区
収集開始 

10月/分別区分変更モデル地区
拡大 

10月/清掃・リサイクル条例別
表改正（廃棄物処理手数料の
改定） 

11月/23区推奨袋の廃止方針
決定 

6月/食品リサイク
ル法一部改正（平
成19年12月施行） 

平成20 
(2008) 

3月/喜多見資源化センター・大
蔵リサイクル施設閉鎖 
4月/資源循環センターリセタ
開設 
4月/廃棄物処理手数料を改定 
5月/粗大ごみの区民持ち込み
本格実施 
10月/分別区分変更本格実施、
ペットボトル集積所回収全区
展開 

3月/世田谷清掃工場竣工 
4月/清掃一組、廃棄物処理手
数料を改定 
 

3月/第二次循環型
社会形成推進基
本計画公表 
12月/家電リサイ
クル法一部改正
（平成21年4月施
行） 

平成21 
(2009) 

3月/収集日お知らせメール配
信サービス開始 
5月/飲料用ペットボトルのキ
ャップ、色・柄付き発泡トレイ
の拠点回収開始 
9月/清掃・リサイクル審議会、
「更なるごみの減量化に向け 
 た取組みについて」答申 
9月/ごみ減量・リサイクルハン
ドブック発行、全戸配布 
10月/食品用透明プラスチック
容器の拠点回収開始、拠点回
収拡大 
10月/廃食用油拠点回収拡大 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
平成22 
(2010) 

3月/環境基本計画見直し 
3月/一般廃棄物処理基本計画
見直し 
3月/水銀含有乾電池の拠点回
収廃止 
4月/不燃ごみに軽小型ダンプ
車を導入 
6月/分別収集計画（平成23～27
年度）策定 

2月/清掃一組、一般廃棄物処
理基本計画策定 
 

 

平成23 
(2011) 

4月/使用済みインクカートリ
ッジの公共施設での回収開始
（メーカー6社による共同回
収への協力） 
4月/可燃ごみ収集に作業員付
ごみ収集車の導入 
9月/区内公共施設11箇所で水
銀式血圧計・体温計の拠点回
収を開始 
9月/清掃・リサイクル審議会、
「世田谷らしい3R施策につい 
 て」答申 
10月/粗大ごみの資源化を開始 

10月/宮城県女川町災害廃棄
物受入れについて宮城県女
川町長より特別区長会に要
請あり 
11月/特別区長会にて宮城県
女川町災害廃棄物受入れを
確認 
11月/特別区長会、女川町、東
京都及び宮城県で「基本合
意」締結 
12月/宮城県女川町災害廃棄
物、区内清掃工場へ受入れ開
始 

 

平成24 
(2012) 

4月/粗大ごみ運搬センター開
設 
8月/不燃ごみの資源化を開始
（試行） 
11月/廃蛍光管等の適正処理及
び資源化を試行実施 
12月/清掃・リサイクル条例別
表改正（廃棄物処理手数料の
改定） 
3月/家庭用生ごみ堆肥化容器
の購入費補助制度廃止 

 
 
 

 

8月/使用済小型電
子機器等の再資
源化の促進に関
する法律公布（平
成25年4月施行） 

平成25 
(2013) 

3月/電動架装車（小型プレス
車）を1台導入（国・都補助金） 
3月/資源持ち去り対策として
「新聞・雑誌類」と「段ボール」
 を別車両で回収する方法に変
 更。同時に、朝一番で「新聞・
 雑誌類」の回収開始 
4月/使用済小型電子機器回収
ボックスを各総合支所に設置
（12品目） 
6月/分別収集計画（第7期）（平
成26～30年度）策定 

10月/廃棄物処理手数料を改定 

3月/宮城県女川町災害廃棄物
の受入れ終了 
10月/清掃一組、廃棄物処理手
数料を改定 
11月/大島町災害廃棄物の島
外での処理について都が大
島町から受託 
12月/「大島町災害廃棄物処理
実施計画」策定・「大島町の災
害廃棄物の処理に関する基
本合意書」を特別区長会、大 
島町、東京都の三者で締結 

 

平成26 
(2014) 

2月15日/降雪による資源回
収・ごみ収集中止 
3月/電動架装車（小型プレス
車）を1台導入（国・都の補助
金） 
4月/使用済小型電子機器回収
ボックスを５箇所増設 
8月/清掃・リサイクル審議会、
「世田谷らしい更なるごみ減 
 量施策について」答申 
9月/世田谷ティッシュの生産
をメーカーが終了 

1月/大島町災害廃棄物の23区
内清掃工場へ搬入開始（10月
終了） 
12月/大島町災害廃棄物の島
外処理終了 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
平成27 
(2015) 

2月/東京ルールⅢ（平成9年4月開始）
の廃止に伴い、ペットボトル店頭回
収終了 
3月/環境基本計画改定 
3月/一般廃棄物処理基本計画改定 
3月/希望丘中継所改修（１系撤去）船
橋粗大ごみ中継所を1階に移設 
3月/(資源)古紙持ち去り防止対策と
して、GPS追跡調査に参加 
4月/資源再利用活動の「地区回収」方
式による行政回収休止の条件を緩
和、回収業者登録制の導入 
7月/(資源)古紙持ち去り防止対策と
して、大型マンションにおける前日
回収を開始 
11月/資源・ごみ収集カレンダーの発
行、全戸配布の開始 

2月/清掃一組、一般廃 
棄物処理基本計画改定 
 

 

平成28 
(2016) 

4月/リネットジャパン株式会社（小
型家電リサイクル法に基づく認定
事業者）と協定を締結し、宅配便に
よるパソコン・小型家電回収を開始 
6月/分別収集計画（第8期、平成29～
33年度）策定 
9月/清掃・リサイクル条例別表改正
（廃棄物処理手数料の改定） 
10月/事業系一般廃棄物の区収集上
限量の変更（平均排出日量50㎏から
10㎏へ） 

  

平成29 
(2017) 

1月/環境省｢製品プラスチックの店
頭回収・リサイクルの実証事業」     
（PLA-PLＵSプロジェクト）参加（～ 
 3月） 
3月/資源循環センターの処理能力を
72.2ｔ/日(12時間稼働)に変更 
4月/地域機動班の始動 
4月/都道上の動物死体処理を区から
都に変更 
4月/「都市鉱山からつくる！みんな
のメダルプロジェクト」に参画 
4月/エコプラザ用賀・リサイクル千
歳台でフードドライブの常時受付
を開始 
10月/廃棄物処理手数料・動物死体処
理手数料を改定 
11月/拠点回収ペットボトル回収ボ
ックス５箇所新設 
12月/清掃･リサイクル条例改正（持
ち去り行為常習者へ罰則の強化、禁
止品目追加等）平成30年4月施行 
12月/事業用大規模建築物の指導対
象範囲を3000㎡から1000㎡に拡大   
（平成30年4月施行） 
12月/粗大ごみに含まれる資源化対
象品目の拡充（羽毛布団）試行 

2月/廃棄物等の埋立処
分計画の改定（東京都
環境局） 
6月/東京都災害廃棄物
処理計画策定 

10月/第1回食品ロ
ス削減全国大会
開催（長野県松本
市） 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
平成30 
(2018) 

 
 

 

2月/環境省｢製品プラスチックの店
頭回収・リサイクルの実証事業」  
（PLA-PLＵSプロジェクト）参加（～
3月） 
4月/事業課窓口でフードドライブの
常時受付を開始 
7月/「ふくのわプロジェクト」に参加
し、エコプラザ用賀・リサイクル千
歳台で古着・古布の常設回収を開始 

 
 
 
 
 
 
 

4月/第5次環境基
本計画公表 
 
6月/第4次循環型
社会形成推進基
本計画公表 

平成31 
令和元
(2019) 

3月/「都市鉱山からつくる！みんな
のメダルプロジェクト」終了 
4月/新聞の拠点回収開始 
6月/分別収集計画（第9期、令和2～6
年度）策定 
10月/拠点回収ペットボトル回収ボ
ックス2箇所増設 
10月12日/台風第19号による資源回
収・ごみ収集中止 
 

 10月/食品ロスの
削減の推進に関
する法律施行 
 

令和2 
(2020) 

2月/拠点回収ペットボトル回収ボッ
クス１箇所増設 
3月/環境基本計画（中間見直し）策定 
3月/一般廃棄物処理基本計画（中間
見直し）策定 
3月/資源・ごみ分別アプリ「さんあ～
る」配信開始  
8月/さんあーる多言語対応（英中韓） 
10月/ペットボトル削減のため第1庁
舎、第2庁舎それぞれに水道直結型
浄水器を設置する実証実験を開始 
10月/市況の悪化に伴い、不燃・粗大
ごみに含まれる金属の再資源化事
業を売払いから処理委託に変更 
12月/「せたがやエコフレンドリーシ
ョップ」登録募集開始 
 

 3月/食品ロスの削
減の推進に関す
る基本的な方針
の閣議決定 
 
 

令和3 
(2021) 

2月/資源・ごみ集積所で紙パックの
回収開始 
2月/エコプラザ用賀、リサイクル千
歳台に色・柄付き発泡トレイ、食品
用透明プラスチック容器の回収ボ
ックスを新設 
4月/拠点回収ペットボトル回収ボッ
クス１箇所増設 
4月/区内ラグビーチームと連携した
ラグビー試合会場でのフードドラ
イブの実施 
10月/区内ファミリーマート３店舗
でフードドライブの常時受付開始 
10月/粗大ごみの新たなリユースの
仕組みに関する実証実験の開始 
12月/年末年始ごみ100トン減チャレ
ンジの実施 

2月/清掃一組、基本計
画・実施計画策定 
2月/清掃一組、一般廃棄
物処理基本計画改定 
3月/東京都食品ロス削
減推進計画策定 

 

令和4 
(2022) 

6月/分別収集計画（第10期、令和5～
9年度）策定 
7月/食品ロス削減推進計画策定 
12月/清掃・リサイクル条例別表改正
（廃棄物処理手数料の改定） 
12月/年末年始ごみ減量チャレンジ
の実施 

 4月/プラスチック
に係る資源循環
の促進等に関す
る法律施行 
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年 世田谷区･区内の動き 東京都･23区の動き 国の動き 
令和5 
(2023) 

2月/世田谷区公式LINEによる資源・
ごみの収集日お知らせ通知の開始 
2月/私有地内かつ所有者でない者の
動物死体処理手数料の免除開始 
3月/粗大ごみの新たなリユースの仕
組みに関する実証実験の終了 
3月/拠点回収紙パック終了、白色発
泡トレイ回収ボックス2箇所増設 
5月/エコプラザ用賀で粗大ごみの新
たなリユースを開始 
6月/清掃・リサイクル審議会、「世田
谷区におけるプラスチック資源循
環施策について」答申 
10月/廃棄物処理手数料を改定 
10月/使用済小型電子機器回収ボッ
クスを１箇所増設 
 

  

令和6 
(2024) 

4月/Web版「さんあ～る」で収集日カ
レンダー機能を追加 
4月/使用済み乾電池の資源化を開始 
9月/せたがや思いやりプロジェクト
(エシカル消費)の始動 

1月/千歳清掃工場休止
（延命化工事のため） 
10月/リチウムイオン電
池等広域的資源化モデ
ル事業実施 

8月/第5次循環型
社会形成推進基
本計画公表 

12月/食べ残し持
ち帰り促進ガイド
ライン公表 

令和7 
(2025) 

1月/粗大ごみのチャットボットによ
る受付を開始 
3月/環境基本計画、一般廃棄物処理
基本計画改定 
3月/区HPに一括査定サービス「おい
くら」の掲載を開始 
8月/分別収集計画（第11期、令和8～
12年度）策定 
10月/粗大ごみ処理手数料オンライ
ン決済（インターネット申込のみ）・
粗大ごみ処理券によらない粗大ごみ
の排出開始 
10月/充電式電池および充電式電池
内蔵製品を不燃ごみとして資源・ご
み集積所から収集開始 

 3月/第2次食品ロ
スの削減の推進に
関する基本的な方
針の閣議決定 

令和8 
(2026) 

3月/粗大ごみ処理手数料オンライン
決済（電話受付）開始 
5月/清掃・リサイクル審議会、「資源
循環型社会の実現に向け区民・事業
者の行動変容を促し、更なるごみ減
量・リサイクルを推進する新たな施
策について」答申 
 

2月/世田谷清掃工場休
止（建替えのため） 
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資料８ 清掃・リサイクル関連施設 

１ 世田谷区清掃・リサイクル関連施設一覧 

 

（１）清掃事務所 

ア）世田谷清掃事務所     

  [所 在 地] 上馬５－２１－１３         [敷地面積]347.68㎡ 

 [しゅん工 ]昭和 38年 3月 1日（築６３年）     [専有面積]847.05㎡ 

イ）世田谷清掃事務所弦巻分室  

 [所 在 地] 弦巻１－５１－１２         [敷地面積]1,169.16㎡ 

 [しゅん工 ]昭和 61年 1月 1日（築４０年）     [専有面積]1,241.05㎡ 

ウ）玉川清掃事務所       

 [所 在 地] 野毛１－３－７           [敷地面積]2,626.79㎡ 

 [しゅん工 ]昭和 40年 3月 1日（築６１年）     [専有面積]  805.65㎡ 

エ）砧清掃事務所      

  [所 在 地] 八幡山２－７－１          [敷地面積]17,563.89㎡ 

 [しゅん工 ]平成 8年 3月 1日（築３０年）       [専有面積] 3,168.63㎡ 

 

（２）中継所 

ア）希望丘中継所（不燃ごみ積替施設） 

  [所 在 地] 船橋７－２１－１５         [敷地面積]2,524.48㎡ 

 [しゅん工 ]昭和 62年 4月 1日（築３９年）      [専有面積]1,871.16㎡ 

イ）船橋粗大ごみ中継所（粗大ごみ積替施設） 

 [所 在 地] 船橋７－２１－１５ (希望丘中継所施設内) [敷地面積]2,524.48㎡ 

 [開 設]平成 27年 4月 1日（開設より１１年）  [専有面積]  177.35㎡ 

ウ）用賀粗大ごみ中継所（粗大ごみ積替施設）    

 [所 在 地] 用賀４－７－１ (エコプラザ用賀施設内)  [敷地面積]2,633.97㎡ 

 [しゅん工 ] 昭和 46年 5月 1日（築５５年）      [専有面積]1,601.50㎡ 

 

（３）資源分別回収で回収したガラスびんの資源化施設 

ア）世田谷区資源循環センター リセタ 

世田谷清掃工場の隣接地に位置し、区内で回収されるガラスびんの全量を適正

に資源化する施設 

[所 在 地] 大蔵１－１－１２           [敷地面積]1,181.23㎡ 

 [しゅん工 ]平成 20年 3月 31日（築１８年）      [専有面積]1,294.18㎡ 

イ）世田谷区喜多見資源化センター 

区内で回収されるガラスびんの一部等を保管する施設 

[所 在 地] 喜多見１－２－２０先         [敷地面積]1,953.11㎡ 

 [しゅん工 ]平成 10年 8月 31日（築２７年）      [専有面積] 320.42㎡ 

 

 

76 



 

（４）ごみ減量・リサイクルの普及啓発施設 

ア）エコプラザ用賀 

粗大ごみ中継所を併設されている特徴を活かし、粗大ごみの再使用（リユース）

を中心とした普及啓発を行っている。 

[所 在 地] 用賀４－７－１ (エコプラザ用賀施設内) [敷地面積]2,633.97㎡ 

[しゅん工 ] 昭和 46年 5月 1日（築５５年）     [専有面積]1,601.50㎡ 

[開館時間]午前 9時～午後5時 

[休 館 日 ]毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、施設維持管理日、年末年始 

 

イ）リサイクル千歳台 

    ごみ減量・リサイクルや環境に関する活動を行う団体・グループの活動・発表の

場及び講座・講習会等の場として普及啓発を行っている。 

    [所 在 地 ]千歳台１－１－５             [敷地面積]531.28㎡ 

[開 設]平成 6年 3月 1日（開設より３２年）    [専有面積]304.58㎡ 

 [開館時間]午前10時～午後4時 

[休 館 日 ]毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、施設維持管理日、年末年始   

    

《参考》清掃工場 

 清掃工場は、東京二十三区清掃一部事務組合が整備・管理・運営を行っている。 

（１）世田谷清掃工場 

[所 在 地]大蔵１－１－１ 

[焼却能力]日量３００ｔ（１５０ｔ×２炉） 

[発電出力]６，７５０kW 

[しゅん工]平成20年3月（築１８年） 

※令和8年度より建て替え工事中。 

 

（２）千歳清掃工場 

[所 在 地]八幡山２－７－１ 

[焼却能力]日量６００ｔ（６００ｔ×１炉） 

[発電出力]１０，０００kW 

   [しゅん工]平成8年3月（築３０年） 
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２　拠点回収実施施設一覧　（令和8年4月1日現在）

回収員手渡し方式

ペットボトル 白色発泡トレイ 小型家電

食品用透明プラスチック容器
色・柄付き発泡トレイ

廃食用油
新聞

1 池尻地区会館 ○
2 池尻まちづくりセンター ○ ○
3 上馬まちづくりセンター ○
4 経堂地区会館 ○
5 桜丘区民センター ○ ○
6 下馬まちづくりセンター ○
7 下馬地区会館 ○
8 上町まちづくりセンター ○
9 世田谷区役所第２庁舎 ● ○ ○ ○
10 太子堂区民センター ○
11 区役所三軒茶屋分庁舎 ○ ○
12 太子堂出張所 ○
13 弦巻区民センター ○ ○
14 中央図書館（教育会館） ○ ○ ○
15 デイ・ホーム弦巻 ○
16 デイ・ホーム中丸 ○
17 宮坂区民センター ○
18 経堂出張所 ○
19 若林まちづくりセンター ○
20 松沢まちづくりセンター ○ ○ ○ ○
21 梅丘まちづくりセンター ○ ○
22 北沢総合支所 ○ ○ ○
23 北沢地区会館 ○
24 きたざわ苑 ○ ○
25 池之上青少年交流センター ○ ○
26 代沢まちづくりセンター ○ ○
27 代沢地区会館 ○
28 代田区民センター ○ ○
29 新代田まちづくりセンター ○
30 松原まちづくりセンター ○
31 区役所梅丘分庁舎 ○ ○ ○
32 奥沢まちづくりセンター ○
33 旧：奥沢まちづくりセンター ○
34 九品仏まちづくりセンター ○ ○
35 奥沢地区会館 ○
36 障害者休養ホームひまわり荘 ○
37 駒沢地区会館 ○
38 深沢まちづくりセンター ○ ○
39 玉川台区民センター ○ ○ ○
40 用賀出張所 ○
41 エコプラザ用賀 ● ○ ○ ○
42 玉川総合支所 ○ ○ ○ ○
43 上野毛まちづくりセンター ○ ○
44 野毛図書室 ○ ○
45 深沢区民センター ○ ○
46 宇奈根地区会館 ○
47 岡本福祉作業ホーム ○ ○
48 鎌田区民センター ○ ○ ○
49 喜多見まちづくりセンター ○ ○ ○ ○
50 砧まちづくりセンター ○ ○
51 砧総合支所 ○ ○ ○
52 砧図書館 ○
53 祖師谷まちづくりセンター ○
54 リサイクル千歳台 ● ○ ○ ○
55 船橋まちづくりセンター ○
56 芦花ホーム ○ ○
57 粕谷区民センター ○ ○ ○
58 上北沢ホーム ○ ○
59 上北沢地区会館 ○
60 上北沢区民センター ○
61 上北沢まちづくりセンター ○ ○
62 上祖師谷まちづくりセンター ○ ○ ○
63 上祖師谷ぱる児童館 ○
64 北烏山東敬老会館 ○
65 烏山区民センター ○
66 烏山総合支所 ○ ○ ○

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　※ ペットボトルが「●」の施設では、ペットボトルキャップも回収している。

烏
山

No 地域 施設名

世
田
谷

北
沢

玉
川

砧
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玉川清掃事務所 

世田谷清掃事務所 

砧清掃事務所 

世田谷区役所 

リサイクル千歳台 

エコプラザ用賀 

希望丘中継所 

世田谷清掃工場 

 

千歳清掃工場 

用賀粗大ごみ中継所 

世田谷区資源循環センター 

リセタ 

３ 世田谷区内の清掃・リサイクル関連施設所在図 

（拠点回収実施施設を除く） 

【凡例】 

  清掃事務所 ごみの収集・運搬などを行います 

 中継施設 不燃ごみ・粗大ごみの積替えを行います 

 

 
清掃工場 可燃ごみを焼却します 

  資源化施設 ガラスびんの資源化処理・保管を行います 

 
普及啓発施設 リサイクル情報の提供や活動支援を行います 

（令和 8年 4月 1日現在） 

世田谷清掃事務所 

弦巻分室 

船橋粗大ごみ中継所 

梅丘分庁舎 

（環境政策部清掃管理課、

清掃・リサイクル推進課） 

※令和 8年 8月に砧清掃事

務所内に移転予定 

世田谷区喜多見資源化センター 
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４ 東京二十三区清掃一部事務組合施設所在図 

提供：東京二十三区清掃一部事務組合 
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